
　


5G 反対同盟から真剣な呼びかけ！


子どもを電磁波から守りましょう！(2)

諸外国から携帯電話に関する警告！





電磁波は、波長の長さで種類が分かれています。

スマホの電磁波は “マイクロ波” に分類され、電子レンジと同程度かそれ以上だとも言われています。

仮にスマホの電磁波が、電子レンジより弱かったとしても、使っている頻度からすれば、圧倒的にスマホの電磁波の影響が大きいでしょう。



子どもの頭蓋骨や皮膚は大人より薄く、また、子どもの脳は水分が多く、電磁波を吸収しやすい特徴があります。

つまり、大人よりも電磁波の影響をもろに受けてしまうのです。

スマホを赤ちゃん、小さい子どもに使わせない、そばで使用しない工夫が必要です。














スマホは、家電と比べると脳の近くで使っていること、通話やアプリを使っている間は、ずっと電磁波が流れているというところが問題です。

電車の中で、インターネットを使って検索中も電磁波は出続けています。






■カナダ政府が、スマホの電磁波は危険！ と警告

電磁波は人体への影響があることが分かっているので、周波数の上限が決まっています。
日本では総務省によって定められており、やみくもに強い電磁波が使われるようなことはありません。

しかし世界各国では、この日本のガイドラインよりもずっと厳しい基準で運営されていて、世界的に携帯電話の規制というのはかなり進んできています。


たとえばカナダ政府は、以下のように警告しています。



「What you should do」

・Limit the length of cell phone calls.

・Replace cell phone calls with text messages or use “hands-free” devices.

・Encourage children under the age of 18 to limit their cell phone usage.

　　Health Canada Offers Practical Advice on Safe Cell Phone Use.



簡単に訳しますと、



　「あなたがすべきこと」

●通話時間は制限する

●通話の代わりにテキストメッセージやハンズフリーを使う

●18歳以下の使用は出来るだけ制限する

　　カナダ保健省は、安全な携帯電話使用の実践的なアドバイスを提供します。
 


と警鐘を鳴らしているのです。




さて、ここからが重要です！

ケータイ電話の電磁波帯域は【4G】ですが、日本では、更に強烈な【5G】導入が迫っています。




◆信号機20万基を5G基地局に　政府ＩＴ新戦略


　



◆携帯エリア対策の切り札「マンホール基地局」、ドコモが公開

　





信号機にマンホール・・　ケータイの約100倍強い電磁波が飛び交う！
これはもう、電子レンジの中で生活するような状況です。





『国民はモルモットではない！』ベルギー政府　5G導入断念！





ベルギーの首都ブリュッセルで大規模な抗議デモが沸き起こり、携帯電話の新しい規格である 5G（第五世代移動通信システム）の導入がストップしていることを ブリュッセル首都圏地域政府の Celine Fremault セリーヌ・フレモ―環境大臣が3月31日に表明しました。
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『5G 反対同盟』を立ち上げました

━━━━━━━━━━━━━━━━

◆ 『5G 反対同盟』手つなぎメンバー登録はコチラ

https://ws.formzu.net/dist/S77906808/

今、立ち上がらずして、どうして子どもの未来を守れましょうか！

みんなで手を取り合い、5G 反対運動を展開しましょう！


さらに、現代の電磁波被ばく状況で、エアコンなど家電製品やパソコンにも不安があります。
通信機器と便利な生活の影で、電磁波の影響が懸念されているのです。



『1979年、高圧線の電磁波によって「小児白血病」が増加する。』



と言う米国の研究者の発表をきっかけに、世界各国で電磁波と人体に及ぼす影響に関する調査、研究が始まりました。

その後、子供の電磁波に対する感受性と影響は成人の数倍なると言う衝撃的な報告がなされ、世界各国で電磁波、特に携帯電話に関する対策が始まったのです。



＜アメリカ＞

州ごとに電磁波に付いての規制があり、送電線や鉄塔の周辺に子供を近づけない（フロリダ）、米国サンフランシスコ市長が携帯電話にガン誘発の警告ラベルを貼ることを要望。

（2009年12月21日　CBS NEWS　）



＜イギリス＞

英国では、

「16歳以下は携帯電話の使用を控えるよう勧告」

「高圧送電線の 60m 以内へ新たに住宅及び学校の建設を禁止」（2000年）



＜ドイツ＞

ドイツでは、

「子供から携帯電話を遠ざけるように。企業は携帯電話の広告を控えるように」

と言う勧告。



＜フランス＞

フランスでは、

「妊婦の腹部や若者の生殖腺には携帯電話を近づけないように」

と言う勧告。



―――――――――――――――――――――――

◆フランス政府機関が子どもへの影響で報告書

「電磁波曝露基準の再考を」

―――――――――――――――――――――――

フランス食品環境労働衛生安全庁(ANSES, French Agency for Food, Environmental

and Occupational Health & Safety)は、高周波電磁波曝露による子どもの健康影響

　の可能性についての報告書を7月8日に公表した。



その報道発表は、高周波電磁波への曝露が、子どもの認知機能と健康な暮らしぶりに

影響する可能性があるして、親が携帯電話通話の頻度や時間を制限するなど子どもが

無線通信技術を適度に利用することを求めている。

さらに、電磁波曝露基準の再考が必要との見解も示した。

―――――――――――――――――――――――



そして、子どもへの携帯電話販売の規制を含む、厳しい処置が立法化されました。



＜ロシア＞

2002年9月に、

「16歳未満の子供、妊婦、神経疾患、記憶喪失、てんかんに掛かりやすい人は、携帯電話を使用すべきではない」

と勧告。



他の国では、国民に対して、【子どもには危ない】と警告しているのに、日本では野放し状態。



　これで大丈夫なんだろうかと思いませんか？

　あなたのお子さんを守ることができますか！



■電磁波による身体への悪影響

スマホの電磁波は、様々な健康被害が出る可能性があることが海外の研究機関などでも指摘されています。



　・不眠症

　・めまい

　・吐き気



など「電磁波障害」と呼ばれる症状が増えており、まさに現代病の一つなのです。



■胎児への影響

妊婦さんは気をつけて！

電磁波は、お腹の赤ちゃんにまで届きますから、妊娠中は特に注意が必要です。

なぜなら、細胞分裂が盛んな細胞ほど活性酸素の影響を受けやすいからです。

妊娠中はリラックスすることや適度な運動をすることを心がけ、スマホから完全離脱してください。



スマホは、赤ちゃんから離して使用。

小さい子どもに使わせない工夫をする。

これを徹底してください。



巷では、このようなお母さんが溢れています。







■電磁波の被ばく対処法

＜1＞ イヤホンマイクをつける

イヤホンマイクを使ってスマホを体から離して使えば、電磁波の量は20分の１から136分の１まで減ります。



＜2＞ ハンズフリーで超安全！

室内にいるときには、ハンズフリーにしてスマホからちょっと離れておしゃべりすれば安全に通話できます。

スマホは、離れてさえいれば健康被害を心配しなくてすみます。



＜3＞ つながり始めは、特に体から離す

スマホ・携帯は、発着信した瞬間とその前後に、電磁波がケタ違いに強くなります。






＜4＞ 充電しながら通話しない

充電中は、充電器から低周波の電磁波も発生しますので、充電中はスマホに近づかないようにしましょう。

また充電しながらの通話は避けましょう（ただし電池やバッテリーからは、低周波の電磁波は発生しません）



電磁波の影響を受けやすい子供の場合には、できるだけスマホの使用時間を短くするように注意してあげてください。



＜5＞ 通話状態の悪いところでは使わない

スマホは中継基地局との電波のつながりやすさで自動的に出力を調整します。

電波状況の良いところと悪いところでは、出力に600倍もの違いがあります。







アンテナバーを見て電波状況が悪いところでは使わないようにしましょう。

アンテナバーの高さがが減るほど、スマホ・携帯からの出力が強くなります。

また、電車や車など高速で移動中には、自動的に出力が最大に増加するため、スマホ・携帯は使わないようにしましょう。



＜6＞ 電磁波の影響の少ない機種を選ぶ

目安は、SAR値（人体に吸収される電磁波の熱量のこと）です。

機種ごとにSAR値が違うので、携帯電話会社のＨＰで機種ごとのSAR値を調べて、できるだけSAR値の低い機種を選びましょう。



　

　https://ktai-denjiha.info/sar/sar_ichiran.html



＜7＞ スマホを身体に密着して持ち歩かない

スマホを持ち歩くときには、かばんなどに入れるようにして、どうしても身体につけて持ち歩かざるを得ないときは、スマホの向きに気をつけましょう。

操作キーが並んでる面を体の側に向けるようにすれば、電磁波のばく露は少なくできます。



＜8＞ 寝るときは、スマホを枕元に置かない

寝るときには、スマホを枕元に置かないようにしましょう。

可能なら、寝るときには、電源をオフにしましょう。そのほうが安眠できます。





＜9＞ 金属フレームのメガネは要注意

スマホ・携帯の近くに、金属があると電磁波が反射することで局部的に強くなることがあります。

イギリスで行なわれた測定では、金属フレームのメガネをつけると、頭部への電磁波の吸収率が46％増えました。



同様にピアスやイヤリング、ヘアピンなども要注意です。

そうしたものを付けている人は、外して通話するかイヤホンマイクを使いましょう。



＜10＞ 電磁波防御グッズは効果の高いものを！

スマホ用電磁波吸収シート、スマホ用電磁波吸収カバーなど、さまざまな商品がありますが、効果のほどは、ピンきりなので本当に効果のあるものを見極めることが大切です。



何度も警告しますが、妊婦さんは電磁波について心してください。

お腹の赤ちゃんに悪影響を及ぼさないように万全の対策をとらなければなりません。

電磁波からどう身を守るのか真剣に考える時です。

どうか、電磁波がお子さんを害してしまうことを肝に銘じてください。




━━━━━━━━━━━━━━━━

『5G 反対同盟』を立ち上げました

━━━━━━━━━━━━━━━━

◆ 『5G 反対同盟』手つなぎメンバー登録はコチラ

https://ws.formzu.net/dist/S77906808/




　⇒ 子どもを電磁波から守りましょう！(3)　へ続く
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